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●
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懐
か
し
さ
と
新
し
さ
が
交
差
す
る

生
ま
れ
変
わ
る
高
雄
港

構
成
＝
ク
ル
ー
ズ
編
集
部

かつての倉庫街がモダンに
2号ふ頭アートセンター
港周辺の倉庫街が現代アートの発
表の場に生まれ変わった。アート作
品を鑑賞しながら、芝生や石畳の広
場を散歩するのは気持ちがいい。

若者たちのデートスポット
愛河
川沿いに遊歩道が整備され、散策
が楽しめる市民の憩いの場。若者
たちのデートスポットとしてこの名
が付いた。夜にはライトアップも。

ローカルフェリーで小旅行
旗津
港からフェリーで10分、海水浴場の
あるのんびりした島。航海の守護神・
媽祖（まそ）を祭る「天后宮」周辺に手
ごろな海鮮料理店が並ぶ。

高雄港の
新しい「顔」
桟弍庫（KW2）
今年3月に高雄港にオ
ープンした複合商業施
設。かつての倉庫をモ
ダンにリノベーション
した。延べ床面積1700
坪。台湾発のさまざま
なブランドをチェック
したい。

高雄のおすすめスポット

台 湾

高雄
Kaohsiung

●

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
グ
ル
メ
を
は

じ
め
、
海
外
旅
行
先
と
し
て
根
強
い
人

気
の
あ
る
台
湾
。
近
年
は
ク
ル
ー
ズ
船

の
寄
港
地
と
し
て
も
人
気
急
上
昇
中
だ
。

台
湾
南
部
に
位
置
す
る
高
雄
は
、
台

北
、
台
中
に
次
ぐ
台
湾
第
三
の
都
市
。

年
間
を
通
じ
て
暖
か
く
、
か
つ
て
バ
ナ

ナ
の
積
み
出
し
港
と
し
て
発
展
し
た
南

国
の
港
町
だ
。
街
を
歩
く
と
、
都
会
で

あ
り
な
が
ら
ど
こ
か
の
ん
び
り
と
し
た

懐
か
し
い
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。

そ
の
高
雄
港
に
今
年
3
月
に
誕
生
し

た
の
が
、
複
合
商
業
施
設
「
桟
弍
庫
」

（
K
W
2
）。
か
つ
て
の
倉
庫
が
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
さ
れ
、
グ
ル
メ
や
カ
フ
ェ
、

雑
貨
、
ア
ー
ト
な
ど
30
の
台
湾
発
ブ
ラ

ン
ド
の
店
舗
が
入
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

台
湾
飲
茶
の
屋
台
風
レ
ス
ト
ラ
ン
や
、

台
湾
産
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
バ
ー
、
地

元
・
旗
津
に
伝
わ
る
大
漁
旗
の
ミ
ニ
チ

ュ
ア
版
製
作
体
験
コ
ー
ナ
ー（
上
写
真
）

な
ど
も
あ
り
、
観
光
客
だ
け
で
な
く
地

元
の
若
者
た
ち
も
多
く
訪
れ
る
。
客
船

が
停
泊
す
る
ふ
頭
か
ら
す
ぐ
の
と
こ
ろ

に
あ
る
の
で
、
乗
下
船
の
前
後
に
気
軽

に
立
ち
寄
れ
そ
う
。

さ
ら
に
K
W
2
の
目
の
前
か
ら
は
、

旗
津
行
き
の
フ
ェ
リ
ー
航
路
が
開
設
さ

れ
た
ば
か
り
。
海
水
浴
場
も
あ
る
ロ
ー

カ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
の
旗
津
ま
で
、
環
境

に
や
さ
し
い
電
気
推
進
の
フ
ェ
リ
ー
に

乗
っ
て
小
旅
行
気
分
を
楽
し
み
た
い
。

港
周
辺
に
は
倉
庫
群
を
改
装
し
た
ア

ー
ト
ス
ペ
ー
ス
「
2
号
ふ
頭
ア
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
も
あ
り
、
若
手
作
家
や
学
生

ら
の
作
品
発
表
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

現
代
ア
ー
ト
を
鑑
賞
し
な
が
ら
の
散
策

も
お
す
す
め
だ
。

【PR・台湾港務股份有限公司】

港の目の前にあるKW2
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